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第 2 部 デ活およびプロジェクトにおける本年度の成果と注目研究 
サブプロ c「非構造部材を含む崩壊余裕度に関するデータ収集・整備」 
西谷 章（防災科研 首都圏レジリエンスプロジェクト サブプロ c統括／   

早稲田大学 教授） 

 
 サブプロｃ統括で早稲田大学教授の西谷章氏は、サブプロ c の目的について「兵
庫県三木市の世界最大の振動台、通称 E-ディフェンスを活用して実大振動台実験
を行い、建物が壊れるときのデータを把握。建物の余裕度や継続使用の判定のため
のデータとして活用するシステムを構築する」と説明。そのうえで、５つの課題に
そってこれまでの成果と今後の展開を紹介しました。 

 課題１の「簡易・広域センシングを用いた広域被害推定・危険度判定」について
は、木密地域の木造 3 階建てを忠実に再現し、基礎の形状を変えた２つの建物で 2
年目に実験を行ったと報告。課題２の「災害拠点建物の安全度即時評価および継続
使用性即時判定」については、防災拠点となり得る RC 造 3 階建て建物の実験を３
年目の今年度に実施したと説明しました。 

 課題 2 の実験について西谷氏は、建物のある 1 点に着目して力と変形の関係を
プロットした相関図を紹介。「防災拠点になり得る建物であれば 150％の力までは
しっかり建っていてほしい」と強調しました。これに対し実験結果は「150％まで
は力が落ちることなくしっかり建っていることを証明している」と報告。ただし「少
し弱っているところに 160％の１段強い揺れを入れるとがくんと落ちる」といい
「それでも壊滅的にはなっておらず現状ではやむを得ない」と述べました。 



 

2 

 課題 3 の「災害時重要施設の高機能設備性能評価と機能損失判定」は 2020 年度
に実験を行う予定で、鉄骨の病院を想定し、ベッドや医療機器も設置。天井配管も
実物に近いものをつくる構えで「準備は着々と進んでいる」と報告しました。 

 課題 4 の「室内空間における機能維持」は室内に焦点を当てた実験で、5 年目に
行う予定。「揺れの最中に家具の揺れを追いかけるとともに、地震が治まった時ど
れぐらい動いたか調べる」と説明しました。課題 5 の「データ収集・整備と被害推
定システム構築のためのデータ管理・利活用検討」については「課題 1～4 の実験
データを総合し、なるべく短時間で建物の余裕度や使用可能性を評価するシステム
を構築する」としました。 
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